


 

ベン・シャーンの思想にみる平和への道 

理事長 島 しづ子 

今から 58年前の 1954年 3月 1日、ビキニ環礁で「ブラボー」と呼ばれる水爆実験が行わ

れました。広島原爆の 1,000 倍のウルトラ水爆だったそうです。実験場所から 180Ｋｍ離れ

たロンゲラップ島には、激しい衝撃波と爆風、放射能を含んだ珊瑚の粉が島中に降り積もり

ました。島民は激しい嘔吐、皮膚の炎症、脱毛、急性放射能障害に襲われたそうです。ただ

ちに島を移り、3 年後に島に戻りましたが、汚染されたヤシガニやパンの実、魚によって内

部被曝による病気や障がいが相次ぎ、島を離れ、1985年には故郷を 200Ｋｍ離れたメジャッ

ト島に住んでいるそうです。アメリカは 1946 年から 13 年間でビキニ、エニウュトクで 66

回の核実験を行ったそうです。 

ビキニにおける水爆実験はとんでもない悲劇をもたらしました。ビキニ周辺にマグロ漁に

出ていた日本の漁船 1,000 隻以上が被曝しました。その一隻が第五福竜丸です。水爆実験の

行われる危険海域の外にいたにもかかわらず、被曝しました。目の前に広がる爆発の様子、

その後に彼らに襲った嘔吐、炎症、脱毛などに驚きながらも、船長の久保山愛吉さんたちは

軍事秘密のような出来事に遭遇した自分たちが、ＳＯＳを出したら、亡き者にされるかもし

れないことを怖れて、ひたすら日本に急ぎました。帰国後、第五福竜丸の乗組員は丁寧な看

護を受けたようですが、久保山愛吉さんは 40歳でその年の 9月 23日に死亡。彼の残した言

葉は「原水爆による犠牲者は私で最後にして欲しい」だったそうです。彼が残した三人の幼

い子どもさん、お連れ合いさんを思うと辛いですね。他の漁船の被爆者たちは会社の事情や

仕事の無くなることをおそれて被曝を隠して働き、体調が悪化してからも一切の補償もされ

ないで亡くなった方も多いようです。 

私がビキニ環礁における水爆実験と第五福竜丸のことを調べるきっかけは「ベン・シャー

ン」という画家を知ったからでした。ベン・シャーンは第五福竜丸の出来事を「ラッキー・

ドラゴン」シリーズとして発表しています。そこには被曝した久保山さんや彼の故郷焼津、

水爆の様子などが描かれています。奇しくもその作品は福島県美術館に所蔵されています。

ベン・シャーンは 1898年にリトアニアでユダヤ系リトアニア人として生まれ、7歳の時にア

メリカに移民、後に 20 世紀アメリカを代表する画家になりました。1969 年 3 月 14 日に亡

くなっています。彼は 1920年に米マサチューセッツ州で起きた冤罪事件「サッコとバンゼッ

ティ事件」をテーマに、「サッコとバンゼッティの受難」という絵を描きました。真犯人では

ないのに処刑されてしまった二人の棺と裁判に関わった裁判官などの三人が描かれています。

その事件は後に「死刑台のメロディ」と題する映画になったそうです。ジョーン・バエズ＆

エンリコ・モリコーネによる歌もあります。 

イタリア移民のサッコとバンゼッティの悲劇を自分のことのように憤り、水爆実験の被害

者に寄り添った彼の中には、ユダヤ人として受けさせられた民族の記憶もあったのではない

かと想像します。何故人間が人間にひどいことをし、一緒に歩めないのか？彼の作品に、二

人の男が互いに背中を向け合って、自分の手を硬く閉じている絵があります。他方、その手

と手が結ばれていく絵もあり、また、二人の人が抱擁している絵もあります。そして私が大

事にしたい作品は「詩編 133編」（福島美術館所蔵）です。黒い鳩と白い鳩が向かい合ってい

る絵です。そこに英語で「見よ、兄弟が共に座っている。なんという恵み、なんという喜び。」

という詩編 133編が手書きで描かれています。それは人間の悲劇を見続けてきたベン・シャ

ーンが描いた理想郷です。肌の色も思想も生まれも違っていても共に座り続けていくこと、

共に手を握り合っていくこと。そこにこそ、現代社会が抱えてしまった悲劇を解決する道が

ある！と彼は言いたかったのではないかと思います。愛実の会も互いの違いを越えて、互い

に尊重しながら助け合って生きて行きたいと切に願っています。 
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NPO 法人愛実の会 5 周年記念イベント報告 

 
7月 21日(土) 名古屋国際会議場にて 5周年の記念イベントが開催されました。参加者は

愛実の会の前身からの様々な協力者をはじめ、各関係団体の方々にメンバーと家族・アシス

タントを含め総勢 140名となりました。 

まず各部署からの発表では、紙風船の人形劇に始まり広々とした会場にいつもと違う緊張

感の中で、演じるメンバーの熱演に「ありがとう」のメッセージが私たちの心に響く感動を

覚えました。そして、愛実友だちの家・大地の家と 5年間の軌跡が大きなスクリーンに映し

出され、一人ひとりの笑顔いっぱいのスライドショーが繰り広げられました。改めてメンバ

ーの笑顔こそが愛実の会の宝なんだなぁ…と心から思いました。 

最後は愛実の会の発足当初からボランティアとしての関わりの深いみどりファミリーの

演奏家の皆さんが、素敵な歌と演奏のプレゼントをして下さいました。天使の歌声にピアノ

とバイオリンの音色、会場全体を温かく包み込み 5周年のイベントが大盛況で無事に終幕す

ることができました。 

私たちは本当に多くの協力者に恵まれ、今日を迎えることができました。本当に感謝です。

ありがとうございました。そして、今回のイベントは愛実の会の正会員の集まりである定例

会から実行委員会を立ち上げて準備を進めてまいりました。特に家族の方からの参加の呼び

かけを行い、愛実の会全体でお祝いが出来たことは、とても有意義であったと思います。 継

続は力なり！ 今後、～10年～将来に向かって愛実の会全体が盛り上がり、多くの方々と共

鳴しながら共に歩んでいけることを心より願います。 

                        5 周年イベント実行委員 戸田真二 

                         

◆◇◇◇◇◇◇◆◇◇◇◇◇◇◇◆◇◇◇◇◇◇◇◆◇◇◇◇◇◇◇◆◇◇◇◇◇◇◆ 
 

「小窓から」 15 

                 大野 義徳 
 

ロンドン・オリンピックに続いて、パラリンピックが始まった。熱戦が繰り広げられ、メ

ダル獲得に拍手を送り、惜しくも届かない選手に涙する方も多いと思う。私自身、オリンピ

ックよりも少ない放映時間や報道数に不満を持ちながらも、熱戦観戦を楽しみにしている。 

先天性の障がいや事故などでの後天的な障がいがありながらも、超人的な力を発揮してい

る姿には、素直に感動する。すごいなあ、と思う。励まされるところも大きい。ただ懸念す

るのは、「頑張る障がい者」という見方をされがちなところだ。 

オリンピックで、「頑張る健常者」なんていうだろうか。そんな妙なレッテルは貼らない。

パラリンピックにしても、「障がいを乗り越えて」という感動を押し付けるようなマスコミ

論調も嫌いだ。選手たちのように頑張れる障がい者ばかりじゃないって意見もある。 

障がい者＝努力→感動って図式は、ごくごく一部だろう。 

がんばれない、だけど生きてる。感動なんて無い、だけど生きてる。そんな障がい者がほ

とんどじゃないかな。これは健常者も同じこと。「生きてる」ことそのものに目を向けなき

ゃ、って思う。たとえ何の取り柄もなくっても、すごいじゃんって。 
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＜メンバーの思い＞ 

 

「友だちを作って」                      

 今 利優 

僕は今まで親たちと外に出ることが多く、友だちと遊びに行った事がほとんどありま

せんでした。去年はガイドヘルプを使ってテニスの体験に行ったり、スポーツ大会に出

たりもしました。ただ、ガイドヘルプを利用するにしても、行きたい所がなかなか決ま

らなかったりします。まずは外出をしてどんどん視野を広げていきたいと思っています。 

  

紙風船には学生や社会人のボランティアさんがたくさん来てくれています。活動を手

伝ってくれて嬉しいと同時に、友だちが増えてすごく嬉しいです！！ 

紙風船での出会いから、もっと自分の輪を広げていけたらなぁと思います。 

 

最後に、僕が一番していきたいことは、友だちを作って、カラオケやボーリングに遊

びに行ったり、合コンにも誘ってもらいたいです(^^♪ みんな遊びに来てね～！！ 

  

 

 

＜協力者の思い＞ 

「大切にしていきたいこと」 

          アシスタント 森 一真 

 紙風船に来て一年と半年が経ちます。一年があっという間に過ぎた気はしますが、そ

れだけ充実した毎日を送れていたということでもあるのでしょう。優しく暖かい雰囲気

の中で働けていることにとても感謝しています。ところでみなさんは「優しい」という

言葉について深く考えたことはありますか？ 実は以前少しだけ考えてみたことがある

んです。普段使い慣れてはいるけど、でも結局優しいってどういう意味なんだろう・・・？  

私はこの【優しい】という言葉の【優】と言う漢字が好きなんです。 

 【「人」の「憂い（かなしみ）」がわかる】という意味だと理解しています。でも実は【他

の人の憂い（かなしみ）がわかる】のは、口で言うほど簡単なものではないとも思いま

す。 一つ間違えば「同情」にもなりかねないですしね。 だから「優しさ」は「相手の

心に同化して一緒に泣き、一緒に 悲しむ」、そういう「寄り添い」のようなものかと思

ったりします。明確な答えはまだ見つかっていませんが、この気持ちは生涯大切にして

いかなければいけないものだと思っています。 

改めましてみなさん、これからもよろしくお願いします。 
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南  寿 樹 

私が新任で赴任した三好養護学校の隣に三好学園という知的障がい児施設があった。古い木

造の宿舎と学校の間に５ｍはあろうかという大きな合掌する手のモニュメント（石造）があっ

た。緑の山を背景に白くそびえる威厳ある姿を見るたびに「やむにやまれずわが子を預けます。

どうぞよろしくお願いします」という母の切なる願いが自分には聞こえるような気がした。 

ところで、初めて担任を持った高等部１年生は、クラスの子８人のうち６人がその三好学園

から通っていた。春の遠足の事前指導の時のことだ。「お弁当楽しみだね」と心弾ませる自分に

「（学園の生徒の）弁当は、助六寿司だよ」「いつもそう」「うん、わたしなんか小学部１年の時

からずっと同じ」と口ぐちに言う生徒たち。そこには笑顔はなく、会話が切れた。（なぜ助六寿

司？）それは食中毒対策に良いからという。そもそも学園に調理員がいたのかもわからないが、

ともかく手作りの弁当を作る余裕などないことだけはわかった。（遠足の弁当が楽しみじゃな

い）ショックと同時にやるせない気持ちに襲われた。その気持ちのまま家に帰り、母にその様

子を話した。（当時は同居）すると「弁当のおかずを余分に作るきに（作るから）、寿樹が持っ

て行って分けちゃりや（分けてあげなさい）。まかしちょき（まかせといて）」と高知弁で引き

受けてくれた。（南家は両親とも高知出身）私の心はずいぶん軽くなった。 

さて遠足の昼食。大きめのビニールシートに車座になり真中に持ち寄った弁当を出し合った。 

「先生が助六寿司を食べるから、みんな好きなものを食べていいよ」と言っても固まる生徒た

ち。「他の人の弁当は食べていけない」という指導が叩き込まれているのだろうか…そこで「圭

太君の卵焼きと先生の卵焼きを交換しよう」通学生の圭太に提案する。「えー？まあいいよ」と

交換が成立。また言葉を持たない悦子の助六寿司の間に強引に唐揚げを入れるとにっこり笑っ

て食べる。少しずつ緊張がほどけ、みんなの手が伸びる。やっとぎこちなさの中にも和気あい

あいの雰囲気が生まれる。「おいしいね」「うん」その後はまるで笑顔の花畑のようになった。 

―――このエピソードをわたしは先日参加した「食育推進者養成講座」の講義中に思い出した。 

「家族や友人等と一緒に楽しく食卓を囲む機会が減少傾向にある。孤食（ひとりで食べる）の

子が増えている」という話を聞いた時だ。（ひとりで食べる…どんな気持ちなのだろう）胸が締

め付けられた。高知弁の母は亡くなってから２１年にもなる。母は毎朝ご飯とみそ汁と何か１

品を用意してくれ家族そろって食べるのが当たり前だった。料理が好きというより料理を食べ

てくれるのを見るのが好きだと言っていた。だから中学、高校時代、よく同級生や部活（野球

部）の友達を招待してパーティを開いた。パーティといっても手作り料理の質素なものだった

が「みんなで同じものを食べる」【食を囲む】その時の和やかな雰囲気…自然におしゃべりがは

ずむ…そのささやかな時間を母は楽しんでいた。それこそが母のメッセージだったと思う。 

「食は文化」という言葉がある。文化は人と人をつなぐものだとしたら「食を囲む」とは、ま

さに「人と人の心を笑顔でつなぐもの」だろう。個人がバラバラに分断されそうな現代社会、

とりあえず食を囲んで笑顔になり合い、絆を深めたい。さてさて、バーベキューでもしますか？ 
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　現在、会報の夏号・冬号送付時に寄付金振込用紙を同封させて頂いておりますが、前

号より振込用紙の通信欄に寄付先の項目が記載されなくなりましたのでご了承下さい。

　「紙風船夢作り」へのご寄付に関しましては、お手数ですが通信欄にその旨を記入し

て頂きますようお願い致します。（記載がない場合「寄付金」として取り扱います。）

　今後とも愛実の会に皆様の引き続きのご支援をよろしくお願い申し上げます。
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★寄付

　　阿部健二　 佐田秀子　 佐野都吾　 伊藤てい子　 前山美恵子　 川口いづみ　　　　

　　中森照子　 中森由哉　 古田正明　 古田真喜子　 島 一郎　 　杉本　誠

　　武井陽一　 伊藤幸雄　 奥山喜正　 伊藤和昭　　 成瀬絵里子　 戸田伊助　

　　山中　高　 桂　正枝　 藤掛朔生 　坂口良彬 　　比企敦子　 　宇田ゆき子　

　　矢澤綾子　 小島　恵　 鄭　成子　 藤原信子　　 西川道子　 　楽有紀美　

　　江崎敬子　 長津　栄　 近藤　洋　 中本秀行　 　中本睦美　 　西口和代　

　　棒葉英子 　坂田昌子 　清水茂雄　 佐々木伸夫　 小栗和子　　 五十嵐ベティ

　　岩﨑武男　 犬養光博　 青本光子　 石田伊志子 　臼田治子　 　加藤由美子

　　木村淑江　 安達清海　 伊藤和子　 荒竹ひろみ 　見木靖美　 　杤久保澪子

　　早川教示　 脇田純子　 小松康宏　 榎本久美江　 村上裕子 　　山崎眞由美

　　金山正一 　渡部千枝 　佐藤全弘　 伊藤あつ子 　大村恵子　 　今枝ミサ子　　

　　佐藤康光 　佐藤由美 　橋本直樹　 佐藤千萬子 　西村牧子　　 下村徹嗣　　

　　水野享好　 河内常男　 河内宣子　 榊原喜代子　 石田利彦　　 尾崎志満子　　

　　二村明美 石川瑶子　 竹田朋子 　吉岡満智子　 足立克己　　 槍本由美子

　 真木芳子　 宮原祐子　 坂下教会　 　

　　（社）さふらん会　(社)エゼル福祉会　ルーテル復活教会　メネット会　

　　南山ファミリーYMCA　南山幼稚園　　京都みぎわキリスト教会　

　　名古屋キリスト教社会館　　チャリティ・ウォーカソン

　

ご協力ありがとうございました。　　　　　　　

引き続きのご支援よろしくお願い致します。

ＮＰＯ愛実の会　寄付者名（順不同・敬称略）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年6月1日～2012年8月31日

任意団体「障がい者・友だちの会・愛実」受付分（順不同・敬称略）　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年6月1日～2012年8月31日

　　　 笠谷恵子　三浦定代　大薮礼子　青本光子　吉谷尚之（複数回）
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ご協力ありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。

★紙風船

　　酒井淳子　 町田玲子　 中森照子 　矢澤綾子 　伊藤百合子 　荒竹ひろみ　

　　伊藤成美　 中森由哉　 潮田則行 　佐田秀子 　長谷川耕司 　五十川俊一　

　　斉藤　良　 浜嶋一史　 北島敦子 　赤星実環　 石井昌也　 牧野みゆき　




